
単位数

2

予定時数

定期考査ならびに課題レポートを中心に学習目標の達成をもって評価する。

「フォーラム現代社会」(とうほう)

「NEW COM.-PASS　ノート現代社会」(とうほう)
「現代社会」（東京書籍）

公民 3 必修

教科書 補助教材・教具等

期間 授業計画 具体的な指導目標

1

学

期

２

学

期

わたしたちの生きる社会

青年期と自己形成の課題

評価の観点・方法

３

学

期

学年末考査まで

令和５年度　年間授業計画

東京都立小平高等学校

教科 対象学年 履修形態科目名

国際社会と人類の課題

勢力均衡、集団安全保

障について理解させ

る。

2

現代社会がかかえる

様々な問題について理

解を深め、自身の考え

を構築させる。民主政

治の成り立ちや基本原

則について理解を深め

させる。

日本国憲法と民主政治

現代の社会と法
私法や社会生活におけ

る法の意義を理解し、

また、財政、租税など

財政問題について考察

し、理解を深めさせ

る。
現代の経済と国民福祉

現代社会

10

10

10

10

中間考査まで

期末考査まで

中間考査まで

期末考査まで


